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僕はこれまでにf>1十Inlとなく試合の朝ダレルと

会っているのに、一度も彼がウォーミングアップ

やそれに類するような行動をとるのを兇たことが

ありません。それらしいものといえ(il唯一1976年

モントリオール・オリンピックの朝、チームメイ

トとフリスビーに興じることがあったぐらいです。

また、ダレルについてはそのトレーニングに関

しても話されることは稀です。それは彼のアーチ

ェリーが伝説のような扱いを受けているためかも

しれません。「卓球で集｢'1力の訓練をしている」

「モトクロスで体ﾉJと身体の平衡感覚を養ってい

る」といったことがまことしやかに語られるので

す。彼とは試合前、宿舎のホテルで卓球をしたこ

とがありますが、たしかに上手です。モトクロス

にしても、全米選手権て､は自宅からアローケース

をモーターサイクルに結び付けてj血って来たこと

もあり、彼がそれを趣味としていることは知って

います。しかし、ダレルのアーチェリーの背景に

ついてはほとんどtoられてはいません。そこで最

後のチャブターとして、彼の11から直接アーチェ

リーへの取り組み、練習、その考えそして最近の

'I括などを聞いてみることにしました。

1991年5ル↓日、それは第301"!クラクフtit界選

手権のアメリカ代表を決める'11内予選がヒュース

トン市でｲrわれる前週で､した｡ダﾚﾙが初めてⅢ

界選手権に参加したのは16歳、1973年。以来8mi

迎統ターケット世界選手権を綴験し、偉大な足跡

を鵬してきた彼が、前miのローザンヌIll界選手権

では初めてMlﾉ洞'選に敗れ代表の''1〈を手にするこ

とすらできない屈辱をI味わいました。あれから2

年、34歳のダレル・ベイスが再び､「世界_｣への挑

戦を試みているのです。
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ようと思っているんだ。僕の場合、

準備といっても巳～B日というとこ

ろで、何か月もトレーニングに費す

といったことはないし、実際ここ数

か月はトレーニングはしていない。

シューティングの経験が多くなると、

ビギナーのように長い準備期間は必

要ではないんだ。

亀井準備期間や練習量が減る理由

はなんだろう。

ダレル僕がアーチェリーを始めた

ころはたくさんのシューティング､を

こなしていたよ。毎日、それも1日

中射っていた。でも、それでもすべ

てを習得するのは無理だった。しか

し、いまでは自分の悪いクセや素晴

らしい技術を思い出しながらシュー

ティンク､することでフォームやイメ

ージ、そしてメンタルゲームを習得

できるようになったんだ。つまり、

肉体的なトレーニングを基礎に、後

は素晴らしいシューティング．を目指

すための「量」ではなく、｢質」の調

整で十分になったということだ。

また仕事をもっているという面で

も昔とは違う。学生時代は何の責任

もなかったし、ただ学校へ行き、家

へ帰っては弓を射っていればよかっ

た。でも年をとれば家庭をもち、生

活をしていかなければならないんだ

から、何日も何週間も練習ができな

いことだってある。だから、逆にい

えばいつを練習の時間にあてるのが

効果的かを考えなくちゃいけない。

亀井じゃ、いまのようになる以前、

源庁でラジオエレクトロニクスの仕

事をしている。朝の巳時から夕方5

時まで、そして通勤に車で片道1時

間はかかってしまう。忙しいときに

は家へ帰るのが夜中になってしまう

ことだってあるんだ。それに仕事の

内容は肉体的にとても八一ドだし、

いまはスーパーバイザー（主任）と

しての立場上、精神的にもプレッシ

ャーは大きい。

亀井そんな忙しい生活のなかで日

日後にはヒューストンの選考会に出

発するわけだけど、この1週間の具

体的なコンディショニングというが

練習の中身を教えてもらえるかい。

ダレル先週はインドアシーズン最

後の大会があって、その後は射って

いないけど、選考会前は1週間に5

日間を練習にあてようと考えている曇

具体的には明日ぐらいから準備をし

ダレルは今回の僕の訪|川を快くツ｜

き受けてくれました。とはいっても、

お互いアーチェリーを仕事にしてい

るわけて､はな〈、双方とも忙しいな

かて．のやI)(I)て､す。会ってi活を川

き、一緒に練習をするという了解は

取れても、詳しい日程や細部のスケ

ジュールについては、まったく未定

のままでの川発になってしまいまし

た。とt)あえずは飛行機の便橘とホ

テルだけを一ﾉﾉ的に伝えての渡米て

す。そんな不安な旅て．したが、ダレ

ルは笑顔で､シンシナティ国際空港ま

て．出迎えに来てくれていました。2

年Iijのヤマハカッフ．以来の再会で､す綴．

亀井いまの生活はどうなんだろう。

仕事は同じかな？

ダレル仕事は変わっていない。以

前と同じようにオハイオ州の天然資
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たとえば1975年に初めて世界チャン

ピオンになったころはどうだったん

だろう。

ダレル違いははっきりとあるよ。

若いころはすごい練習量だった。学

校を卒業したころは弓を射つ以外に

は何もしていなかった。平日は最低

B時間、週末には10～12時間、とく

に土曜日なんかは日の出から日没ま

で射ってたよ。どんなスポーツでも

同じだろうけど、アーチェリーのシ

ューティング､を自動的にやれるよう

になるまでには、何千射もの矢と多

くの時間を注ぎ込まなければいけな

い。僕の場合も高校のときは毎日学

校が終わってS時30分ころから日没

の日時ころまで射っていたし、それ

だけの練習のおかげで早く上達でき

た。いまではすでに、身体がシュー

ティング．のために自動的に機能する

ようになっていて、昔のように多く

の練習をする必要はなくなっている。

亀井そういったシューティングが

自動化するということについて、も

う少し説明してくれないか。

ダレルアーチェリーを始めて数年

のころは、アンカーがちゃんと入っ

ているかとか、ヒジが緩んではいな

いかとか細かなことに注意を払わな

くてはいけなかったし、それはエイ

ミングやリリースに対しても神経を

集中していたのと同じことだ。知っ

てると思うけど、僕は昔アンカーに

入るとき、アンカーポイントを確認

しようと頭を動かしたり無駄な動作

があった。しかし、いまはまつすぐ

にアンカリング．をしている。このよ

うに5年､S年とアーチェリーを続け

ていると、自動的にそれも無意識に

同じ位置、同じ形で弓が射てるよう

になってくる。ときどきすごく調子

のいいときなんかは、身体が音楽み

たいなリズムをもって、自動的とい

うよりもっと速いテンポで動き出す

ときがあるんだ。それは決して急い

でやろうとしているんじゃなくて、

そういうリズムなんだ。良いシュー

ティンクができるというのは､良い

練習ができているということで、速

く射てるというときは無意識に身体

が動いている。そんなときは次の矢

を射つことなんて考える必要もない。

ただリリースして、その矢を確認し

たら、次の矢を射つ。すべてが無意

識に自動的にできる。ただそれだけ

のことさ・

亀井その感覚は僕にもすごくよく

理解できるんだけど、これからの若

いアーチャーに対して、そうなるま

でに何をするべきかを教えてもらえ

るかな。

ダレルまず若い人にいえることは、

たっぷりと時間を注ぎ込まなければ

ならないということ。とくに初めの

B～7年はアーチェリーに100％没頭

しなければいけないと思うよ。そう

なるとパーティーに出かけたり、飲

みに行ったりという青春時代は僕ら

のようになくなってしまうけどね

（笑）。みんなが遊んでいるときに

同じように遊べないことは辛いこと

だけど、それはそれで多くのことを

自分に教えてくれるし成長もしてい

くものさ。そして、それを乗り越え

さえすれば、その後は若いときほど

たくさんの練習やトレーニングは必

要でなくなり、もっと簡単に上手に

すべてができるようになる。だから、

自動的に弓が射てるようになるまで

は一生懸命に練習とトレーニングに

励むことだね。若い人への提案とし

てあえて数字で表すなら、平日には

B時間、週末には10～12時間、そし

て日曜日に試合があれば1日中はア

ーチェリーに費すべきだと思うよ。

ﾀﾞﾚﾙは2年前のｲﾝﾀウｭｰで

僕の岐後の質Ⅲへのひとつの回答と

して、昨年、ハミルトン市コンベア

ドライブ(二座で90mが射てる念l頓の

自宅を手(二入れていました。そこで

彼は愛妻ベスと13か月になる最愛の
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息子ダグ、そして犬のブレディーと

一緒に弊らしていました。ガレージ

には車が3台、趣味のモーターサイ

クルが2台、オハイオ州ハミルトン

ては決して立派でも裕福でもない幕

らして職すが、彼がそれまて､に住んて

いた庭もないモービルハウスと比べ

ればやっと人並みの、そして世界チ

ャンピオンらしい生活を手に入れた

という感じて陰す。

亀井1976年ごろには部屋にところ

狭しとトロフィーが飾られていたよ

うだけど、この家のどこを見渡して

もアーチェリーのトロフィーが見当

たらないけど、どうしたんだい。

ダレルあの当時、僕はまだ父の家

に住んでいた。だから、あれは息子

を誇りに思う父の趣味だったんだ。

でも僕は違う。たくさんのトロフィ

－やメダルも全部ダンボール箱に入

って地下室のなかさ・

亀井その地下室にしまってある多

くの栄光のなかで、最も苦戦したと

思う試合はどれだろう。

ダレルすべてだ。すべての試合が

僕にとっては苦しいものだったよ。

亀井じゃ、いままででもっとも印

象に残る試合はどうだろう。

ダレルこれもすべてだ。この答え

が短すぎるのはよくわかっているけ

ど、やはり僕にとってはどの試合に

も価値があり意味があるんだ。クラ

ブの試合であれ、オリンピックや世

界大会であっても、すべてにそれぞ

れ価値があるんだ。常により良い結

果を求めて、僕はシュートしてきたc

プレッシャーさえ自分の味方にし、

そして大きいプレッシャーがあれば

優れたシュートでそれを乗り越えて

きたんだ。だから、みんな思い出が

あり、試合の数だけ楽しみとプレッ

シャーがあるんだ。

亀井それじゃ、至福の瞬間はどう

だろう。

ダレルそれもひとつに限ることは

できないよ。だって、たくさんある

もの。初めて試合に勝ったとき。州

のチャンピオンになったとき。全米

選手権に勝ったとき、世界選手権の

代表に選ばれたとき。初めて自分の

世界記録を破ったとき。自己最高を

記録したとき。フィールドの世界チ

ャンピオンになったとき。

でも、仮にいままでで最もエキサ

イティングな試合という質問なら、

僕は迷わず1976年の最初に出たオリ

ンピックと1984年のオリンピックと

答えるね。だって、いくら望んでも

多くの人が何度も与えられる機会じ

ゃないし、それぞれが幸せすぎる瞬

間だから。そりや、僕の初めての子

どもが生まれたときはそれ以上に感

激したよ。みんな人生において忘れ

難い出来事だね。

亀井そんな素敵な試合に向けての

練習について、具体的に話してもら

えるかな。たとえば、シューティン

グ､のときに何か注意しているような

ことはあるかい。

ダレル他人とトレーニング､の時間

をもつことも、自分自身で練習する

ことも非常に良いことだと思う。そ

こでその内容だけど、練習では5点

を射とうが4点を射とうが、そんな
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ことは大して重大なことじゃない。

大事なのはグルーピングを見ること

さ・たとえば僕は弓具の調整を90m

でするんだけど、そのとき何をすべ

きかを理解していないと正しい練習

にならない。ゴールドに矢が飛んで

も5点より外側に矢がいっても、そ

んなことどうでもいい。練習なんだ

からね。たとえ僕と一緒に射ってい

ても、僕のスコアに対してシュート

する必要もなければ、僕が何のため

のシュートをしているかを真似る必

要もない。調整やテストのための練

習は、試合で射つのとはまったく違

うものであって、それができていれ

ば試合ではさらに良い点数が出るは

ずだからね。

シューティング練習の時間には、

僕はいつも何が悪いのかを見つける

ために常にテスト中ということにな

るね。たとえばフックの場合、タブ

の位置をストリングに対してほんの

少し下にずらして射ってみるとする。

矢はターゲット上でいままでより下

に的中するだる・そのことがわかっ

ていれば、それが何点かはどうでも

よいことさ･ともかく練習において

は、矢が何点に的中しているかに執

着する必要なんかないんだ。

亀井ということは、練習ではシュ

ーティングライン上でのフォームの

確認と、その詰果としてのターゲッ

ト上でのグルーピングの大きさとそ

の位置の確認が最も重要ということ

になるのかな。

ダレルそのとおりだ。そのために

も時間のある限り自分ひとりで練習

するべきだし、そんななかでときに

は友達と一緒に練習する機会をもっ

のも大切なことだと思うよ。僕もと

きどき友達とコーラや食事を賭けて、

グランドラウンドでシューティング

したりするんだ。コーラのための試

合なんだけど、楽しみがあるから競

うってことで、すごくよい練習にな

るよ。

何のために練習しているのかとい

う意識をもつことは大切だし、絶対

に必要だね。テストの成果もわかる

し、何かのために射つという状態は、

それまでとは違ったグルーピング‘を

生む。すると、それはどうしてなの

かを考えられるだる･

またもうひとつ、僕の練習法の特

徴と言えるのがB本の矢を射っても

すぐに矢取りにはいかないこと。s

本が嫌いだったら､5本でも7本でも

いい。あるいはクイーバーにある矢

を全部射つのさoB本でなければス

コアを気にする必要なんて、これっ

ぽっちもないし、多くの矢を射てば

より正確な自分のグルーピングを見

ることができるからね。10本でも20

本でも、たくさんの矢を自動的に射

つ。シューティングラインから離れ

ずに、そこから矢がどこへ行くのか

を見ながら、とにかく自動的に射つ。

それが僕のやり方であり、僕流のシ

ューティング．練習なのさo試合では

スコアを考えるけど、それ以外では

まったくスコアのことは考えない。

亀井それに対して、試合で注意し

なければならないことは何だろう。

ダレル日本にもたくさんいると思

うけど、大きな試合で優勝したのに

次の試合では全然当たらないアーチ

ヤーがいるだる・天候も条件も同じ

なのに前とは違う。オリンピックで

もローカル大会でも同じなんだけど、

それは一度優勝しチャンピオンにな

った後の試合というのは巳っのプレ

ッシャーがあるからなんだ。「あい

つが、この前のチャンピオンだぜ」

「きっと今度も良い点数で優勝する

ぜ」って、たくさんの人がプレッシ

ャーをかけてくる。それに対して本

人も「一度良い結果を出したんだか

ら、今度もそうあるべきだ」と思い

込んでしまう。でも、たとえ前の結

果がどんなに素晴らしいものであっ

ても、「過去の出来事」というのは

愛妻ベス、最愛の息子ダグ、そして家

族の一員、犬のブレディーと。
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引きずってはいけないんだよ。

たとえば、自分のなかにひとつの

ゴールを決める。それはオリンピッ

クでも世界選手権でも何でもいい。

そして、勝利なり目的を果たすとす

るだる・そこまでだって、簡単な道

のりでは決してないわけだけど、そ

の勝利を手にしてから後も勝ち続け

るためには、再び新しいゴールを自

分自身のなかに作らなければならな

いわけだよ。そのときに昔を考えて

いても仕方がない。過去のことなん

てみんな忘れて、先の新しい目標に

向かって努力するしかないんだ。

亀井僕も同感だ。外れた矢は元に

は戻らないし、それを考えていても

決して好結果は導き出されないから

ね。

ダレルそうなんだ。考えなければ

ならないのはいつも先のことで、過

去のことであってはいけないんだ。

先週の試合のことは忘れること。そ

してもうひとつ、僕が試合において

考えていることを教えよう。それは

､､winningthegame"とい言い

方を僕が嫌いなことさ･僕は試合に勝

つというより､良いシュートをして他

の選手を引き離すって考えが好きな

んだ。要するに、試合に出場するの

は勝つためでも負けるためでもない

ってこと。たとえば試合ですごくう

まいシューテイングができるとする

よね。すると「この試合は勝ってや

る。絶対勝つんだ。だから、うまく

射たないと」って意気込んでしまう曇

でも、もうその瞬間から自分で自分

に余計なプレッシャーをかけてしま

っているんだ。1976年のオリンピッ

クでは｢負けるってことはないんだ」

と毎日毎日ずっとそう自分に言い間

影
陣､；

堰

2，

7

Lf

M

r

「僕は他人が考えているほど弓具に対して神経質じゃない。でもそ

れはチューニングに対して何をしなければならないかを熟知してい

るからさ」

かせていた。そのおかげで、プレッ

シャーを感じることなくシュートで

きた。僕がすることは「さらにうま

く、いまよりさらに良いシュート、

さらに良い点数を射とう」というこ

とだけ。もっと上へ、もっと上へと

S本ごとに、そのどの1本に対して

も心がけるんだ。仮にどれかを失敗

したって、次にうまく射てばいい。

優勝するまでは何が起こるか、だれ

にもわからないだろ、結果が出るま

ではどんな点数であっても完全じゃ

ないんだ。

亀井それはたとえば1979年に射っ

た1341点のときもそうだったのかい。

ダレルどんな小さな記録であって

も同じことだけど、あのときも「素

晴らしい点数ですね」って言われた

んだ。それに対して僕は「まあ。も

う少しいいはずだったのに」って答

えてしまったんだ（笑い）。悪い点

なんてもちろん1本もなかったけど、

でも90mでBを射ったし、70mでも

たしか7と日を何本か射った。それ

らはSであるべきだし、Sも本来は

日になるべきだと思うわけさ。そう

すれば、もう少しいい点数だったの

にって、ね。でも、それも過去の出

来事で、忘れることさ･

ダレルは5月5日の朝、2月3日

のラスベガス・シュートでジェイ・

ベースを敗り劇的な優勝を果たした

ときの、インドア用にチューニンクﾞ

された弓を取り出したのて､す。70イ
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ンチ39ポンド（表示）の弓からグリ

ップ･を外し、68インチ44ポンドのア

ウトドア用の弓に取り付け、そして

13インチのロングエクステンション

<二換えて新しいサイトを取り付け、

クッションフ･ランジャーも新い、も

のに換えました。それだけて､はあり

ません。その後で、矢を作り出したの

です。XX75-2114へビーポイント

のインドアの矢の焚さに合わせてA/C/

El70をカットし、カーポンアローのこ

のサイズにしてはへピーポイントと

呼んで差し支えない115ク．レインのポ

イントを取り付け、ヴェインを貼っ

たので､した。

りする特別の機会だとそうもいかな

いようだ。でも、心配はいらないよ霊

（実はこの日夕翁レルは数十本のシュ

ーティンク守中、2度う。ランジャーの

硬さを調節しただけで翌日は一度も

弓に触らずヒューストンに向かいま

した）

亀井僕には理解できるけど、若い

アーチャーが誤解をしないようにも

う少し説明を加えてくれるかい。

ダレル多分、アベレージのアーチ

ャーにはストリング八イトをどうす

るとか、プランジャーをどのように

セットするといった作業にSか月は

必要だと思う。でも、僕にはB本の

矢を射つだけでプランジャーをどれ

だけ動かせばいいかが的確に判断で

きる。それは、何年もの間に何千本

もの矢を射って習得できたことなん

繕
ノーo

1983年だったかな、僕はある所で

試合の前にデモンストレーションを

頼まれてね。それで、僕はその場所

に新しい八ンドルとリムを送ってく

れるように手配した。チューニング、

で何をすべきかを熟知していれば、

それをすることで何点を記録できる

のか、そして最低でもそのためにど

れくらいの時間が必要なのかを教え

てあげるためにね。そして、みんな

の集まっている前で送られてきた郵

便の箱を開き、弓を組み立て、ノッ

キングポイントを付け、レストを貼

って、サイトを取り付け…で、まず

30mをB本射った。次に5Dmを巳本、

70mをS本、そして、たしか90mを

5本打った。13本を射ったすべて完

了。あとは弓をケースにしまって、

翌日は試合。僕はそのとき1308点を

記録した。当時にしたら決して悪い

点数じゃないよ。それを練習矢13射

で出したんだ。

アベレージのアーチャーに「ぜひ

やってみてください」なんて言えな

いし、いま同じことは僕にもできな

いかもしれない。でも、当たってい

るときってそんなものだし、やるべ

きことはいまでも知っているつもり

さ。

亀井じゃ、今日のシューティング

の目的というか、テーマは何だった

んだろう。

ダレル自分を静かに落ち着かせる、

リラックスした状態に置くことかな。

現在のグルーピングはわかったし、

あとは明日細かいところは調整する。

今日のところまではまったく問題は

ないよ。メンタルコンディションだ

って上々だし、フォームもフォロー

スルーを含めすべてうまくいってる。

サイトピンだって10点の真ん中にあ

る。

僕だって、いままでにひどいシュ

ートをしたことはあるよ。10に当た

るべきところが日にしか行かない。

70mでもgは悪くはないけど、でも

10へ行くはずなのに、10にはちっと

も行ってくれない。問題はクリッカ

ーの瞬間のサイトピンの位置にあっ

て、リリースの瞬間にサイトピンが

亀井いくら先週がインドアの試合

だといっても、大事な選考会を前に

してあまりにも準備が遅すぎはしな

いのかい。

ダレル1年間のなかにはインドア

のシーズンとアウトドアのシーズン

がある。そしてそれらは一時期重な

っているわけだけど、僕にとっては

ちょうどこれからがアウトドアの本

格的なシーズンというわけさ。

僕は他人が思っているほど弓具に

対しては神経質じゃないし、自分が

何をしなければならないかをよく知

っているつもりさ･だから、この1

週間であれば、今日、明日が弓具の

チューニングで、火．水曜日にヒュ

ーストンで選考会への最後の調整を

すればいい。ま、そう考えているん

だけど、今回のように撮影が入った
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ダレル僕の家族は幸いにしてみん

なスポーツマンなんだ。父は僕に比

べてゴルフがずっと上手だし、兄だ

ってボーリング噸の腕は相当のものさ。

だから僕はいつも今日こそは負かし

てやろうと張り切るわけなんだ、あ

きらめるのが嫌いな性格だからね。

ゴルフでもボーリングでも卓球でも、

どんなスポーツでも自分より少し上

手な人とプレーすることで、より良

いプレーのあり方みたいなものが学

べる。ひとりでゲームをうまくする

ことを学ぶって難しいだる・

亀井さっき撮影の最後に裸になっ

て背中の筋肉を見せてくれたけど、

あれを維持するのにウエイトトレー

ニング､や特別の何かをしてるのかい。

ダレル僕のフォームはすべてシュ

ーティングによって造られたものだ。

僕はウエイトリフティング､のような

トレーニングはしない。しかし、僕

はアーチェリー以外のたくさんのこ

とをやってきている。たとえば､い

まの仕事もそうなんだ。毎日数IDm

もの高さのある鉄塔に登らなければ

ならない。山のなかにある落雷で壊

れたアンテナを修理するんだ。そん

なことからも巳つのことが学べる。

ひとつはミスは許されないというこ

と。些細なミスも死につながるから

ね。そして、もうひとつは肉体的訓

練さ･日本も同じだと思うけど、ビ

ジネスマンやデスクワークの人は1

日中座りっぱなしだろ。それに対し

て僕の仕事はすごく疲れるけど、フ

そんな剛宿りをしているとき、ダレ

ルがレミントン社の散弾銃を持ち出

してきてI廷へ飛んで来る烏を撃ち出

したのて､す。そして、そうこう遊ん

で繕いるうちに散弾銃は22口従ロング

ライフルでの空ｲi;'蝶ちに変わり、最

後は特注のスコープ。付ハンティング

ライフルまで持ちlI11してくる始末で

す。それにしても、ダレルは多趣味

であると|向1時に多才て鏑す｡がﾚｰｼ

にはISOOaoビック．マシンがあり、家

の屋根には短波からFMまで飛ばせ

るアンテナが何本も立っています。

また、この日夕食の後、友人のダグ

・ブラザース(1971年Ill-界フィール

ドチャンピオン）一家と一緒に1j･ゐ

たボーリングて､は､タ響レルが221点の

好スコアをマーク、だれも彼に歯が

立たなかったことをつけ〃||えておき

ます。

g点を狙っていたんだo9を狙って

いれば9点にしか行かないからね。

亀井そんなエイミングに天候は影

響するのかな。今日は小雨まじりの

嫌な天気だけど。

ダレル今日は撮影があったからい

い写真が撮れるように心配したけど、

アーチェリーのときには天気のこと

は考えない。常にとは言い切れない

けど、たとえ雨が降っていてもr降

っていない」って、自分に言い聞か

せることはできる。現に今日なんか

は降ってるとは意識しないでいられ

るよ。ただ1985年のソウル世界選手

権ぐらいにひどい天候になると無理

だね。落ち込んでもくるし、降って

ないと思い込むのは難しいね。

この日は雨がやんだらガレージか

ら外に出るといった繰り返して､した“

I猷訂

玩
隼
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イジカルシェイブにすごくいいんだ。

常に非常に強い足腰と腕の力を要求

される。知ってのとおり、シューテ

ィングには足腰の強さが大切だし、

トップシューターと呼ばれる連中の

すべては強い足腰をもっているだる･

若いころは自転車に乗ることで脚

の筋力が鍛えられたし、いまはモー

ターサイクルに乗っている。昔はモ

トクロスもよくやったし、あれなん

かはフィットネスにとっては最も優

れた競技に入るんじゃないかな。す

べての指、ヒジ、腕をどのように上

手に動かすか、また肩や尻、脚に常

に注意を払ってバランスをとらなけ

ればいけない。そして、すべての動

作にかなりの筋力と持久力を要求さ

れるからね。

亀井ところで、僕はこれまで何度

も試合で会っているけど、一度も準

備運動をするのを見たことがない。

たとえばマッキニーがシャワーでウ

オーミング.アップをするように、何

かやっているのかい。

ダレルアーチェリーは単なる娯楽

のように思われる側面があるけど、

実はれっきとしたスポーツだし、競

技だよ。だから、僕は試合場に行く

前に、必ずストレッチングをやって

いる。

亀井そのようにしてトレーニング

を重ねて作り上げていくアーチェリ

ーだけど、僕の意識のなかにある最

高点は1360点までで、1400点は想像

の点数にしかすぎないんだ。それで、

まず1340点という壁を越えるにはど

うすればいいだろう。

ダレル僕が射てるのも1350～1360

点で、たしかに1400点はその先には

あるけど、実際にそれを出すには多

くの時間が必要だし、そのときには

僕の時代ではないのかもしれない。

昔、ウイリアムスの1268点の世界

記録はとてつもないスコアだった。

みんなはそれを越えるのが不可能の

ように考えていた。でも僕はいつか

きっと破れると確信してたんだ。

rできない」と言われるのがいやな

んだ。多分いまアーチェリーを始め

る人には1268点なんて意識にないだ

ろう。1300点あるいは1340点をだそ

うと努力するわけさ。でも仮に、そ

んなビギナーやアベレージのアーチ

ャーが1350点をだせば、1350点はい

ままでとは違ったスコアとしてすべ

てのアーチャーに受け入れられてし

まう。でも、わかっておいてほしい

のは、僕が若いころに意識していた

のは時代の限界としての最高点だっ

たんだ。それがいまでは、限界どこ

ろかだれでも手の届く点数になって

いる。だから若いアーチヤーは、い

ろいろと険しい道は続くかもしれな

いけど、これから自分のスタイルを

変えたりして、いま以上の自分を造

り上げていくことは可能だと思う。

結局のところ、僕もいつかは1350点

を射つよ。

亀井そのためには実際に何が必要

かな。

ダレル毎日みっちりと練習できる

期間として巳年。そして生活をすべ

て支えてくれる経済的社会的保証。

だって練習している間、働けないだ

ろう。他にも家族への責任、すべて

が健康であるという状態。これらの

条件すべてとトレーニング。全部が

必要だと思うよ。

亀井でも、たとえそれがすべて満

たされたとしても、ダレルのような

偉大なチャンピオンになるには別の

何かがあるんじゃないかな。

ダレルカメイ、君のジャケットの

背中に｢Archeryismylife｣って

刺繍がしてあるけど、たとえばそれ

も巳つの意味にとれると思うんだ。

ひとつは趣味としての楽しみのため

のアーチェリー。もうひとつはチャ

ンピオンになるために、人生におい

て、すべてのことにおいてアーチェ

リーがその中心になっている場合。

僕も君もすでに人生のなかで－度は
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経験しているだる･僕にとっても、

そのことはいまでも大切で大きなテ

ーマなんだ。ともかく、アーチェリ

ーに自分を捧げることだね。それに

は時間もお金も必要だけど。

亀井ところで、いままでに本気で

アーチェリーをやめようと思ったこ

とってあるかい。

ダレルよく考えるよ。マンガに出

てくるように天使と悪魔が僕の肩の

上で話すんだ。天使が「やめちゃだ

めよ･射つのよ・だめよ、やめちゃ｣蜜

すると悪魔が「やめちまえ。早くや

めた方がいいに決まってる」って。

この繰り返しさ。たとえば1980年、

アメリカがボイコットしたモスクワ

・オリンピックの年、僕は本気でア

ーチェリーをやめようと思ったんだ。

全米選手権で弓を片付けた後、とに

かくすごい落ち込みだった。次のう

スベガス・シュートも出る気にもな

らなかった。だから何か違うことを

してみる必要もあったし、コンパウ

ンドボウも射ってみた。実際、いく

つかの試合にも出てみたしね。それ

が結構楽しかったりして、また弓を

やろうと思い始めたんだ。僕にとっ

てオリンピックはその1回1回が何

にも代えられないものだし、次の1号

84年に本気で出場したいと意識しだ

すのに巳年ほどかかったよ。

でも、ほんとは僕はアーチェリー

をやめたくないんだ。だって、まだ

まだいいシュートができる自信があ

るし、いまでも試合に勝つことだう

て、代表に選ばれることだってでき

るしね。そしてアーチェリーを長く

やってると、とても当たる時期があ

って、そういうときには射つ矢すべ

てがいいシュートで、失敗すること

もなければ、自分がわずらわされる

こともないんだ。

今回の訪mi中に、もし時間があれ

ばぜひ行ってみたかった場所があり

ました。それは彼が育ったハミルト

ン市にある「ダレル．ペイスパー

ク」て､､す。1989年、彼の住むハミル

|､ン市はダレルが獲得した2mのゴ

ールドメダルとソウルで鴎のアメリカ

男子チームに贈られたシルバーメダ

ルを称えて、この公|世lを造りました。

広さは約7エーカー（8,600坪)、ブ

ランコや遊戯施1没のある市民の憩L，

の広場です。アメリカでこのような

個人の名を冠した公共の場を自治体

が提供することは稀て､あると同時に、

仙人にとっても大変橘誉なことて．す。

5月6日、ダレルは自宅から車て"10

分ほどのこの場所に、お気に入りの

アーチストというフィル・コリンズ

のCDをかけながら’快く案内してく

れました。

亀井以前、インタビューで「オリ

ンピックに圧勝できる理由として、

オリンピックが自分にとっては世界

選手権以上にプレッシャーの大きい

大会であり、そのためオリンピック

に向けての気持ちの準備を1年も前

からもっていく。それに対して世界

選手権では大会B日前でも気持ちの

整理ができていない」と答えていた

けど、オリンピックはそんなにも特

別な大会かい。
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ダレルどんな試合でも違いはない。

でも、オリンピックだけはアーチェ

リーの世界以外への影響力や世間の

人たちの認識などを考えたとき、や

はり僕のなかでは特別な試合だと思

っている。おそらく、そこでのプレ

ッシャーは他のどの試合のものとも

別だと思う。

たとえば、マスコミはオリンピッ

クが近づくと僕が射ってるビデオを

作りたいものだから、わざわざ僕の

家まで来て、巳時間ずっと撮り続け

る。先々週の火曜日なんかは僕は自

分の練習をしたいのに、そのおかげ

でダメになってしまった。彼らが欲

しがっているのは練習風景ではなく、

お祭りなんだ。90mのシューティン

グが何であるかじやなく、単に矢が

ゴールドに何本も当たるのを見たい

わけさ。そこで、僕は彼らの希望に

合わせて30mとSOmで射ってやった。

亀井オリンピックになると思うよ

うにはすべてが運ばないのはわかる

けど、来年のオリンピックに向けて

の準備、コンディショニングはすで

に始まっているのかな。

ダレルシューティング．とメンタル

トレーニングは別のものと考える必

要があると思うんだ。そして、この

巳つを試合の巳～S週間前に統合さ

せるようにしている。それらは自信

と成功に大きく結びつくことだる･

メンタルトレーニングは弓を持っ

ているときにしかできないかと言え

ば、厳密には違うと思う。メンタル

トレーニングはあくまで弓を持って

いないときにするものであって、三

を持っているときは、すべてがフィ

ジカルトレーニング､なんだ。たとえ

ば、練習中に「試合で困らないよう

に」とか「これはオリンピックのた

めの練習なんだ」と自分に言い聞か

せるのは、僕にはフィジカルトレー

ニングだ。僕の場合は、ゴールドメ

ダルを獲得するために、常にすべて

が理想的な状態になるような努力を

している。試合の数か月前から生活

面すべてにおいて節制し、欠点や不

安に神経を尖らせることはせず、勝

利のことだけを考えるんだ。これが

僕のメンタルトレーニングさ。

といっても、オリンピックに向け

てメンタルトレーニングをいつから

始めるなんて答えはできない。ロサ

ンゼルスを例にとると、あの1984年

は僕にとっての素晴らしい年のひと

つで、もう二度とこないんじゃない

かと実際に思うんだけど、あの年は

巳月のラスベガス・シュートのころ

からオリンピックのことを強く意識

し始めていたことは事実だけどね。

亀井フィジカルなトレーニング、

あるいはシューティングについては

どうだろう。

ダレル今年よりも多くの量を来年

はこなしていくと思う。いまはマイ

ペースでいってるけど、来年は時期

的にもいまより早い時期から取り組

むだろうね。たとえばインドアとア

ウトドアでは弓や矢がまったく違う

わけだけど、来年はその巳種類の弓

具を準備万端整えて、インドアでも

アウトドアでもすぐに射てる状態を

作っておきたいと思ってるんだ。イ

ンドアシーズン中にすでにアウトド

アの試合で戦う準備ができてるって

状態を作り上げたいんだ。

亀井嫌な質問をするけど、オリン

ピックもそうだけど、グ.ランドラウ

ンドが導入されてから夕．レル・ペイ

スは一度も世界を制していない。そ

れについてどう思っているのかな。

ダレルとても難しい質問だね。ま

ずク､ランドラウンドとは別に弓具の

変化がある。とくにカーボンアロー

はスコアを均一化させてしまった。

僕がいままで勝ってこられたのは、

ひどい天候のなかでどのくらいエイ

ムオフすればいいのか、あるいはシ

ューティング､フォームやタイミング

のことなどに関し熟知していたって

ことなどが大きな利点だった。
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う。ゲームに心理的要素が含まれる

のは知っている。昨日も言ったよう

に、ひたすらポイントを上げていく

のがいままでの僕のやり方だけど、

グランドラウンドの場合ゲームの流

れが速く、常に順位が入れ替わって

いくから、ゲーム全体が見えにくく

なっているからね。いまは「ベスト

を尽くしてシュートしてください」

としか言えないよ。それと、何より

もまず正しく射つ技術を身につける

ことだね。

亀井たしかに、あの1341点が破ら

れた背景にはカーボンアローとグラ

ンドラウンドという巳つの変革があ

ることは忘れてはならないんだけど、

現在世界記録が次々に塗り替えられ

ている場面がすべてFITAラウン

ウドではなくグランドラウンドだと

いう事実についての意見も聞かせて

もらえるかな。

ダレルそれも難しい質問だ。形式

が違えば記録も違う。だから、どち

らが簡単でどちらが難しいとは言い

たくないんだ。矢を射つこと、距離

があることには変わりがないからね。

ただひとつの意見としては、90mに

立ったとき、大きな違いが出てくる垂

g本射つだけなら風に吹かれること

も少ないけれど、36本ということに

なると、どれかは風に吹かれちゃう曇

それは心理的プレッシャーにもなる気

そして、もうひとつ。さっきも言っ

たように、FITAラウンドなら90m

で300とか305を射てば、最後には何

亀井それはグランドラウンドがい

ままでのFITAラウンドとはまった

く違うものということかな。もしそ

うだとするなら、それに対しての何

かアドバイスはあるかい。

ダレルいまの優れたアーチャーた

ち、たとえば韓国の若い選手たちは

10年前には我々の前にはいなかった

し、ジェイ・バースもそうだね。ジ

ェイなどは新しいタイプのアーチャ

ーのひとりだと思う。彼は僕らと違

ってまったく違うやり方、新しいや

り方ができるアーチャーだよ。

実は僕もまだアドバイスできるよ

うな十分な段階には達していないん

だ。以前ほどにグランドラウンドに

わずらうことは徐々になくなってき

たけど、ともかくB本ごとのシュー

ティングにもっと集中し、コンディ

ションを持続することが必要だと思

いま射っても昔と同じ点数は出せる

と思うけれど、いまは良いシューテ

ィングができなくても良いスコアを

生んでしまう。カーボンアローは優

れたアーチャーを生んだだけでなく、

悪い勝利も与えてしまったんだ。

そしてグランドラウンドについて

は､僕は20年間FITAラウンドでや

ってきたんだ。トータルスコアとい

う形式でね。それに比べてグランド

ラウンドはいままでの1試合のとこ

ろをS試合でしなくちゃいけない。

チャンスを作ってくれる要素も違っ

てくるし､FITAラウンドとは異な

るプレッシャーも出てくる。だから

当然グランドラウンドになれば、変

化が要求される。とくに心理的な面

ではいままでとは違って何かを削除

し、なおかつうまくやらなくちゃい

けない。
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点になるかがいつも実感できるけど、

グランドラウンドでは1パスト（一

周り）で320だろ｡終わって初めて全

体の点数が見えるんだ。具体的には

1バストを330点にプラスS～10点

で僕の記録は破れるんだけど、それ

は4周して初めてわかることなんだo

だから、ともかくグ．ランドラウンド

は決してあきらめないことだ。

新しい時代が始まるような予感がす

るので､す。ともかく幸せそうな彼て‐

した。

を毎回決めるのは不可能だろ。アー

チェリーもすべての矢をゴールドに

当てるのは不可能なんだ。そして、

ゴルファーはその不可能をいつか可

能にしようと思ってプレイしてるん

じゃないかな。アーチェリーだって

同じことだよ。一昨日の練習で僕は

10点を射つただろ。僕の感じではほ

とんどパーフェクトだと思ってる。

サイトピンは10点の真ん中、クリッ

カーも速く鳴って、シュート。もう

これはほとんどパーフェクトだよ。

いままでだれもしなかった、できな

かったことを追い続けること、常に

ね。それが僕をアーチェリーに向か

わせるものかもしれない。

そのためには常にそれを思い描く

ことだね。たとえば1984年、練習そ

してオリンピックで僕が心がけてい

たことがある。悪いシュートはあり

得ない、雨なんか降らない、矢が外

れることなんてないってずっと言い

グ亀井15年前の全米選手権で僕のク

イーバーから勝手に矢を抜き取った

ことを覚えているかい？

ダレルよく覚えているよ。あのこ

ろ僕は試合場では試合のことにしか

集中できなかった。試合場を出れば

そうでもなかったんだけど、そんな

わけで多くの誤解を受けたのも事実

だと思う。あのときも矢のクレスト

がシールで貼ってあるのか、シャフ

トに直接書かれたものなのか知りた

くて見にいった｡それが｢閉nted'lj

になったんだよ。

亀井それにしてもお互い長くアー

チェリーをやってるけど、ここまで

アーチェリーに自分を駆り立てるも

のって何だろう。

ダレル僕は21年目。今日で21年と

5日になるけど、まだパーフェクト

ではないんだ。どれだけいいシュー

トをしても、1350点を記録してもそ

れはパーフェクトとは違う。何本か

の矢が思うようにシュートできなけ

れば納得できない。また調子の悪い

ときにはそのときでうまくいくよう

に、ああでもないこうでもないって

原因を見つけようと懸命に努力する

だろう。これって、すべてのスポー

ツに共通してることだと思う。でも、

ゴルフは違うよ。コースによって違

うからね。それでもホールインワン

僕が帰国する5月7日、タ舎レルは

この日の自分のヒューストンに向け

て出発の時間をわざわざ変更して、

早朝ホテルに迎えに来てくれました。

結局ダレルは1日て､も空いていれば

という要望に対して、4日間僕のた

めにスケジュールを空けてくれたの

です。それも選考会前のこの大切な

時期にて､す。

それにしても、ダレルは変わりま

した。彼が言うように、いま一番大

切なものは家庭であり、いまの生活

がある以上、昔のままのアーチェリ

ーであるはずもなく、そして昔のダ

レル・ペイスて､もありません。今回

の4日間を通して僕の彼への最も大

きい感想は、すべてにおいて彼が予

想以上におおらかに大きくなったと

いうものて．す。それは言葉を返せば、

角が取れ、年を取ったということか

もしれません。しかし、このことは

ダレル・ペイスの時代が終結したの

ではなく、今年ラスベガス・シュー

トで鴎勝利したように、これからはい

ままで､とはまったく遮ったダレルの

嘩蕊欝夏
△､込q㎡七守宅』一IF_
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聞かせていたんだ。結果も最高だっ

たね。いま振り返ると、もうあんな

シュートはできないって思う。パー

フェクトだったんだ。弓を引くだる、

もうその瞬間から矢は10点を目指し

てたんだ。それが僕の原動力、再び

あの気分であの状態で弓を射ちたい、

射ち続けたいって思うんだ。

グランドラウンドで36本、すべて

満足のいくシュートをしたい。1本

さえ嫌なシュートをなしに、すべて

の矢をね。1本も外すことがなけれ

ばそれはすごいスコアになるよ。実

際にそれを信じ、実行するのは容易

ではない。でも、それをしないとで

きないんだよ。パーフェクトのとき

というのは、シューティングライン

に立って射って、もう何かに取りつ

かれたみたいに、薬でも飲んで眠っ

てるときみたいに、勝手にそうなっ

てしまってるんだ。もう一度ああな

りたい。

あのオリンピックのとき、コーチ

のジョン・ウィリアムスに僕が「何

をしてたんだろう。何ひとつ覚えて

ないよ」って言ったら、「それでい

いんだ、それこそ僕たちの求めてい

たものだよ。心配なんかいらない。

いままでどおり美しいシュートをす

ればいいよ。そうすればもっと良く

なる」って教えてくれたんだ。彼は

すごく優れたコーチで、トップアー

チャーが何かってことを知っている。

そして彼自身がそうだった。

亀井では、一番最後に教えてもら

いたいんだけど、そんなダ､レル・ペ

イスが来年のバルセロナ・オリンピ

ックでS個目のゴールドメダルを手

にするのに最も必要なものは何だろ

つ◎

ダレル（少し考えて）いくつかあ

るけど、そのなかでも一番やらなく

ちゃいけないっていうのはおそらく

「トレーニング､」だろうね。メンタ

ル面で完成できてるのはわかってる

し、シューティングのときの流れも

ある。身体的にも問題はない。年老

いたということもないし、病気だっ

てない。何かを犠牲にして時間を作

れば、どうにかなる。いま、僕はそ

のためのスケジュールを組んでいる

んだ。

来年だね。今年は来年のための試

験的な期間だと思ってるんだ。どれ

くらいのトレーニングが必要で、そ

れをどれくらいしたか、それからど

れくらい射ったか。すべて来年を控

えての大切な記録になるだろう。今

年の世界選手権に優勝できれば、そ

れはすごいけど、仮にできなくって

もそれは僕のせいじゃない。だって

良いシュートをするのはわかってる

し、グ、ランドラウンドはみんなそう

して戦うものだからね。いますべて

のトレーニングは来年のためにある

んだ。

1976年に1992年のことなんてなか

った。考えたこともなかった。1976

年のあのゲームがなかったら、アー

チェリーをしていて辛いことばかり

だったら、いま弓を射っていなかっ

たかもしれない。でも、いまは前向

きに1992年のことだけを考えてる。

ただひたすらにね。

【S月9日～12日／テキサス州ヒューストン／世界選手権大会アメリカ代表選考会】
予選ラウンド1位リチヤード・マッキニー1300点（294-334-324-348）

(FITAシングル）巳位エド・エライアソン1E97点(297-331-322-347)

B位ジェイ・バース1275点（293-320-320-342）

B位ダレル・ペイス1242点（282-320-306-334）

決勝ラウンド1位リチヤード・マツキニー317-319-324-327

(グランドFITA)巳位エド・エライアソン314-331-319-317

B位マイケル・バーゲンハイアー312-317-320-308

4位ダレル・ペイス330-313-324-305

s位ジェイ・バース310-299-331-324

S位アラン・レイザー303-316-317-310

ダレル・ペイス、S度目の世界選手権代表の座を獲得。

1992年バルセロナ・オリンピックに向かって、着実にその第一歩を踏み出す。
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肉がつき、太くなったり、心肺機能が高まったと

しても、その運動を休止してしまうとそれらの高

まった筋力や持久力も再び元のレベルにまで戻っ

てしまうのです。これらを維持するには「トレー

ニング」が必要です。

世界チャンピオンになろうとするなら、それは

単にひとつの技能に優れているだけであったり、

弓だけを射っていればよいというものでは決して

ありません。アーチャーはその技能、技術を向上

させ、完壁にマスターすべ〈プラクティスに励む

一方で、体力を高め糸樹寺し強化させるべく正しい

トレーニングを行う必要があります。そして、ア

ーチェリーが自転車乗りと異なるのは、シューテ

ィングの基礎の部分ですでに多くの身体的強さが

要求されることです。これらのことすべてを総称

して「コンディショニング」があるのです。ただ

し、コンディショニングは身体面に対することの

みではありません。同時に、精神面へのコンディ

ショニングも忘れてはならないので､す。

ダレルがいかに「天才」であり「シューティン

グマシン」であっても、それは生まれながらに備

わっていたものではないのです。天才なりの努力

と工夫、チャレンジ精神、そしてそれが生かされ

る下地があって初めてシューティングマシンが完

成したのです。F世界チャンピオン」には実力以

外の幸運は決して存在しません。もし幸運がある

とすれば、それは幸運すらもI呼び込める「実力」

なのです。

トレーニングとプラクティスの違い

アーチャーのなかには「トレーニング」と「プ

ラクティス（練習）」を混同している人が多くい

ます。あるいは、「練習」という一言でアーチェ

リーに関するすべてを処理しようとするアーチャ

ーもいます。たとえば、それを「コンディショニ

ング」という枠組みのなかで考えるのならいいの

ですが、弓を射つ「練習」だけでコンディショニ

ングを理解することはできません。

運動生理学によれば運動の技能や協j芯性の面に

「永久的な効果」を生み出す運動がPracticeであ

り、筋や臆、心臓などに「可逆的な効果」を生み

出すのがTrainingということになります。これ

を簡単に説明すると、自転車に乗る技能を考えて

ください。多分、子どものころ、自転車に乗るこ

とを一度覚えた人は、その後何十年も自転車に触

ったことがなくてもいつでも昔のようにうまく自

転車を操れるはずです。これが｢永久的な効果｣で

あり「プラクティス」の分野に属する運動なので

す。アーチェリーのシューティングという基本的

な技能もここに含まれます。一旦その釧乍が中枢

神経に定着したなら、その運動を長い間休止して

いたとしても、再びその動作をすれば同じように

行えるはずなのです。それに対して「可逆的な効

果」とはウエイトトレーニングやジョギングを考

えるとわかり易いで､しよう。その運動を通じて筋

]55


